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（発がん性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（低い急性毒性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9%

0.1%

3.8%

0.4%

4.1%

74.8%

8.6%

6.3%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質 N=1039

4.4%

2.5%

13.6%

13.7%

6.8%

5.6%

37.3%

14.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質 N=1039
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（金属腐食性、皮膚刺激性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水性環境有害性） 

 

 

 

 

 

 

 

2.9%

1.5%

13.0%

0.6%

1.4%

3.5%

21.5%

43.7%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質
N=1039

0.5%

0.5%

12.4%

0.7%

3.8%

3.1%

2.6%

3.1%

73.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質 N=1039
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（２２）シンボルマークからその危険有害性はイメージしやすいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「非常に分かりやすい」もしくは「分かりやすい」という回答が多いのは、引火性、強い急性毒

性、発がん性などとなりました。逆に、「非常に分かりにくい」もしくは「分かりにくい」という回

答が多いのは、酸化性物質、高圧ガス、低い急性毒性などとなっています。 

 

 

5%

27%

6%

53%

27%

3%

7%

19%

20%

53%

31%

39%

9%

31%

14%

9%

10%

16%

8%

15%

19%

17%

18%

33%

7%

36%

33%

5%

13%

32%

30%

20%

27%

3%

49%

31%

3%

6%

37%

23%

12%

1%

14%

4%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、

発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など

慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、

皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、

眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質

非常に分かりやすい 分かりやすい どちらとも言えない 分かりにくい 非常に分かりにくい

N=1039
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（２３）以下のような GHS に基づく表示がついた製品Ａ、Ｂと、GHS に基づく表示が何もついてい

ない製品Ｃがあった場合どちらを購入しますか。 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

  

 

 

上記の２種類の表示については、表示がある製品を購入するという回答の方が、表示がない製品

を購入するという回答よりも多くなりました。また、より危険有害性の低い製品Ｂ（警告）の表示

が付いている場合の方が、表示の付いた製品を購入するという回答割合が高くなっています。 

なお、いずれの表示についても、「どちらとも言えない」という回答が 3割以上を占めました。 

 

34.36%

38.02%

29.55%

26.18%

36.09%

35.80%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

製品A（表示あり） 製品C（表示なし） どちらとも言えない

N=1039

48.89%

49.95%

13.96%

12.22%

37.15%

37.82%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

製品B（表示あり） 製品C（表示なし） どちらとも言えない

N=1039

製品Ｂ 

警告 

製品Ａ 

危険 

製品Ｃ 

ラベルなし 
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（２４）上記のような GHS に基づく表示がついた場合、購入・使用量は変わると思いますか。 

 

○製品Ａ（危険）の場合 

 

 

 

○製品Ｂ（警告）の場合 

 

 

 

より危険有害性の高い表示が付いている製品Ａについては、購入量や使用量を減らすという回答

が７割以上を占めています。一方、より危険有害性の低い表示が付いている製品Ｂについては、購

入量や使用量は変わらないという回答が過半数を超えています。 

 

 

 

25.60%

24.35%

72.47%

74.11%

1.92%

1.54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

購入・使用量は変らない 購入・使用量を減らす 購入・使用量を増やす

N=1039

55.44%

54.57%

42.83%

44.08%

1.73%

1.35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

購入・使用量は変らない 購入・使用量を減らす 購入・使用量を増やす

N=1039
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（２５）GHS という化学品の危険有害性に関する新しい表示制度の導入にあたって、特に、どのよ

うな情報の提供を望みますか。 

 

 

 GHS に関する情報提供としては、製品の安全で適切な使用方法についての説明を望むという回答

が約７割と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[本件の問い合わせ先] 

環境省環境保健部環境安全課 GHS担当 
  電話：03-5521-8260 

     FAX：03-3580-3596 
E-mail：ehs@env.go.jp 

38.3%

32.0%

41.3%

67.5%

41.2%

48.4%

4.4%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

これまでの表示との

違いについての説明

製品に含まれている

化学品名に関する情報

発がん性、水生環境有害性

などの言葉の解説

製品の安全で適切な

使用方法についての説明

使用後の安全で適切な

廃棄方法についての説明

誤った取り扱いをした場合の

応急処置についての説明

製造業者や供給業者に

関する情報

その他 N=1039




